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概要：
　近年，呼吸器系感染症起炎菌の抗菌薬耐性化が問題となっている。しかし，世界的にも抗菌薬の開発は減少し
ており，既存の薬剤で対処する必要に迫られている1）。抗菌薬に頼らない薬物治療として，代替補完医療が注目さ
れている。そのなかには，伝統的な中国医学が含まれている。
　中成薬は，中国医学の領域で使用されている生薬製剤である。このうちわれわれは，呼吸器感染症治療に経験
的に使用されている銀翹解毒丸および白花蛇舌草に着目した。銀翹解毒丸は，スイカズラ科のキンギンカ（金銀
花）を主成分とし 10 種類の生薬から構成されている2）。一方，白花蛇舌草は，アカネ科フタバムグラ（学名：
Oldenlandia diffusa）の全草を基原植物としている3）。中国医学の領域では，銀翹解毒丸は呼吸器感染症の治療薬
として知られており，白花蛇舌草は，治療薬と併用することで回復が早くなるといわれている2）。しかし，実際の
原因菌に対する基礎的なエビデンスは不明である。そこで本研究では，これらの製剤の抗感染症作用について検
討した。
　銀翹解毒丸は第 2類医薬品，白花蛇舌草は健康食品として市販されている製剤を使用した。まず，本製剤存在
下で各種呼吸器感染症起炎菌を培養し，コロニー数を経時的に計測することで増殖抑制効果を測定した。その結
果，銀翹解毒丸製剤は，薬剤耐性菌を含むStreptococcus pyogenes，Streptococcus pneumoniae，Haemophilus 
influenzae の増殖速度を有意に低下させた。すなわち，銀翹解毒丸は呼吸器感染症起炎菌に対し，直接的な抗菌
作用を示した。一方，白花蛇舌草製剤は，これらの細菌に対する増殖抑制効果を示さなかった。そこで，白花蛇
舌草のバイオフィルム形成に対する作用を検討したところ，本製剤はH. influenzae のバイオフィルム形成を濃度
依存的に阻害した。このメカニズムを明らかにするために，H. influenzae のバイオフィルム形成に関連する遺伝
子（luxS）の転写量とオートインデューサー（AI）の産生量をそれぞれ半定量的RT-PCR法ならびにVibrio har-
veyi MM32 のAI依存的発光量測定により定量した。その結果，白花蛇舌草添加により，luxS の転写量ならびに
AI 量が有意に減少することが明らかとなった。
　銀翹解毒丸は，これまでに抗炎症作用や間接的な抗ウイルス作用をもつことが報告されている4，5）。本研究によ
り，これらに加え，薬剤耐性菌を含む呼吸器感染症起炎菌に対して，効果を示すことが明らかになったことから，
呼吸器感染症治療において重要な選択肢となりえると考えられる。また，古くから感冒などの呼吸器感染症の補
助療法として使用されてきた白花蛇舌草が，抗菌活性を示さずバイオフィルム活性を阻害するという特徴は，興
味深いことに本製剤の経験的な使用法にきわめて合致したものであると考えられる。そのため，本研究の成績は，
中国医学領域における経験則を基礎的に裏付けたといえる。
　本研究により銀翹解毒丸および白花蛇舌草は，呼吸器感染症治療の治療ならびに補助薬として有用であるとい
うエビデンスの一端が明らかとなった。しかし，本製剤はあくまでも直接的な作用である。そのため，体内で代
謝を受けて効果を示すか否かについては，今後の検討課題であると考えられる。しかし，この直接作用は，薬剤
と菌が接触する条件下で効果を発揮しうるため，外用・うがい薬等の比較的高濃度で菌と接触する用途が有用で
あるかもしれない。
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